
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※8/29（2310回）例会は台風10号接近の為臨時休会 

 

 

 

☐会長の時間        会長 多賀 学昭 君 

～お施餓鬼の話～ 

皆様本日のご出席あり

がとうございます。 

9 月の声を聞いて幾分

暑さが収まってきた感が

ありますが、本当に暑い

夏でした。皆様のところ

では先日の台風の被害は

なかったでしょうか。 

佐土原、宮崎市の赤江、

西都市、都農町でも竜巻の被害があったようですが、この

高鍋も過去何回か竜巻が発生したことがありましたので

本当に心配いたしました。 

 さて、先日お盆のお話をしたときに、お盆の行事が「餓

鬼を救う」ことを中心にできていること、「無縁の餓鬼に

供養、回向をしてあげると抜群に功徳が大きい」と申し上

げました。今日はその続きみたいな話です。 

東京芝の浄土宗大本山増上寺の御法主だった八木季生

上人がまだ御法主になられる前、研修会でこんな話をし

てくださいました。この方は実はお寺の次男坊で若いこ

ろは医者になるつもりで勉強しておられたのですが、お 

兄さんが戦死されたため、医学の勉強を断念してお坊さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んになったという経歴の方です。東京の一行院というお

寺の住職をしておられました。昭和30年代のある日、学

生時代の友人で藤田観光という東京湾の遊覧船を運営し

ている会社の役員が社員と二人でお寺を訪ねてきました。

「相談がある」というので座敷にあげて話を聴いたとこ

ろ、遊覧船の船員が次々に辞めて困っているというので

す。新しい船員を雇っても2か月ぐらいすると一様に「や

めたい」と言ってやめていき、理由を尋ねても「一身上の

都合で」とか「体調が良くないので」とか言って一向に要

領を得ない。つい先日もまた新しい船員が「辞めたい」と

言ってきたので何度も理由を問いただしたところ、やっ

と返事をしたその理由というのが「暗くなると船に何か

出る」「すすり泣く声や、誰かの名前を呼ぶ声が聞こえる」

いうものだったそうです。「君は坊さんだからお払いが出

来ないものだろうか」という相談だったのです。そこで

「いったいどういう船だ。」と尋ねたところ、実はその船

は戦争中赤十字の病院船で、南方の戦線から傷病兵を内

地に運ぶ船として使われていたものを終戦後に改装して

遊覧船として使用していたのだそうです。前線の軍医さ

んたちは内地から病院船が到着すると、まず助かる見込

みのない傷病兵を優先的に乗せるのだそうです。兵隊た

ちは内地に帰り、妻や子、家族に会えるうれしさで涙を流

しながら担架で運ばれて乗船しますが、ほとんどの兵が

船中で亡くなり、日章旗にくるまれて水葬に付されるの

だそうであります。そんないわくのある船だったのです。 

 八木上人は友人から「何とかしてくれ」と泣きつかれて
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第 2312 回 令和 6 年 9 月 12 日プログラム 

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブテーマ 

『共に語り、共に栄え、共に未来への種を蒔こう』 

第2730地区ガバナー      笹 山  義 弘 

中部グループガバナー補佐    戸 高   勝 利 

RI会長テーマ   『ロータリーのマジック』 

第2730地区テーマ  

『ロータリーのマジックで、ロータリーを楽しもう』 

9月の月間テーマ  

  基本的教育と識字率向上月間 

７．ＢＯＸ披露   

８．各委員会報告  

９．外部卓話  

10．点   鐘 

11．   

 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング 

   四つのテスト 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内   ＊ポリオBOX 

   ＊雑誌紹介       

＊外部卓話―東児湯消防本部消防長 

           瀬川 幸一郎 様 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

次回例会案内；9月 19日（第2313回） 

 ＊夜間例会 ＆ 観月会     

      点鐘 18：30    

場所 花いちもんめ 

第 2311回 例会内容（9/5） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



弱り果てましたが、「施餓鬼」という餓鬼供養の法要をす

ることを思いつきました。「船中で家族や故国への思いを

残しながら亡くなった傷病兵たちの恨みや悲しみを救う

ためにはこれしかない。」と決心し、慰霊法要の日時を定

め、甲板に祭壇を設け、ご飯、お茶、味噌汁、果物、野菜

等をたくさん供えて「施餓鬼の回向と慰霊の回向」を勤め

られたそうですが、「それから出なくなった。」とおっし

ゃって、小生は「ええ？本当かよ。」と眉唾の思いで聞い

ておりました。 

 ところで今度はこの近辺の話ですが、川南町から都農

方面に向かう国道10号線に塩付というところがあります。 

新茶屋からいったん坂を下ってまた上り坂になってい

ますが、昭和40年ごろから50年代にかけて、この坂では

走行中の乗用車のフロントガラスにいきなりひびが入っ

て粉々に割れる事故が相次ぎました。坂の上にあった三

輪商店というガソリンスタンドに青くなったドライバー

が飛び込んでくるという事が何度もあって新聞記事にも

なった記憶があります。この坂は私が子どものころは鬱

蒼とした山道で、曲がりくねった坂の下に谷川が流れて

いました。それが改修されて道路がまっすぐに付け替え

られたときに、そこにあった墓地を道路の西側の方に集

団移転したそうで「その祟りだ」とか「幽霊坂だ」とかい

ろんな噂がありました。川南町の交通安全協会でも心配

して、神主さんにお払いしてもらったり、坊さんに読経し

てもらったりいろいろやってみたそうですが効果がなく

困っていたそうです。これはその当時副協会長だった河

野製材所の河野訓さんから聞いたのですが「最後にお前

の父ちゃんに頼んで拝んでもろうたら、それから起こら

んごとなったとよね。」と言われたので、父に尋ねたら「あ

あ、そんなこともあったなあ。あれから何にも起こらない

ようだな。」との返事。「何をしたとや？」と聞きました

ら「俺は念仏坊主で祈祷やらお払いのことは知らんから、

とりあえずお施餓鬼のお勤めをしたかな。」と言っており

ました。してみると矢張りお施餓鬼がきいたのかな、と不

思議な気がいたしました。これ以上続けると怪しまれる

ので、このあたりでやめますが、餓鬼にもいろいろあって

「有財餓鬼（うざいがき）」というのがいるそうです。血

色がよく、まるまる肥えていて立派な服を着ていますが、

満足するということがなく、物惜しみをして他人に施し

をしないと言われています。 

 皆さま、財団、米山奨学金、ニコニコボックスにご寄付

をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

☐幹事報告＜文書案内＞   幹事 坂田 師通 君 

＊第10期RLI-2730パートⅠ 

のご案内（9/20締切） 

 日時 2024年10月6日 日 

        9：00～15：30 

 場所 国分シビックセンター 

     （霧島市役所） 

登録料 3,000円 

 

☐月初めのセレモニー  

❤お誕生日おめでとうございます❤ 

 
平山君  中武君 岩切洋君 岩切一浩君 山口君 

 

❤結婚記念日おめでとうございます❤ 

 
                  岡島君  福岡君  岡部君 

 

 

☐ＢＯＸ披露    親睦活動委員 岩切 一浩 君 

＜ニコニコ・財団・米山BOX＞ 

【多賀学昭君】8/24，8/25日の 

  高鍋町藩校ブラスアカデ 

ミーは成功のうちに終了 

しました。中高生の吹奏楽 

部の諸君達がとても良い 

演奏をしてくれました。 

感謝を込めて。 

【平山英俊君】誕生祝ありがと 

うございます。94才そろ 

そろ賞味期限が近づいています。 

【岩切洋君】いつもありがとうございます。誕生日祝いの 

お礼として。 

【岡島達雄君】結婚記念のお祝いをいただきありがとう 

ございます。 

【野添勝久君】今日は長谷川君の卓話を楽しみにしてい 

ます。 

【中武功見君】いよいよ前期高齢者。介護保険適応者にな 

  りました。 

【岩切一浩君】娘のバレーボールの支援ありがとうござ 

いました。お陰様で全国ベスト16まで進むことがで 

きました。最後は優勝チームに負けましたが精一杯 

力を出し切ることができました。本当にありがとう 

ございました。誕生日祝のお返しも兼ねて。 

  

 

 

 

 



☐会員卓話           長谷川 修身 君 

令和4年9月に、県北

部を襲った台風14号で

妻の実家の裏山のがけ崩

れの工事が無事今年の８

月で終了しました。復旧

にかかわった多くの方に

感謝申し上げます。あり

がとうございました。 

また、曾祖母が嫁入り

道具として持ってきた樹

齢百数十年のへべ酢の木の伐採を回避できたのもうれし

いことでした。これは江戸時代に日向の農家長宗我部平

兵衛さんが発見し接ぎ木、苗を作り近所に分けていて、

その後娘が嫁入りするときに一本の苗持たせる名残の木

です。今ではこの風習はききませんがこの機会に子供や

親族に持たせることが平兵衛さんや曾祖母の供養になる 

のではないでしょうか。 

 

 

      

 

 

     
   テーブルの花      本日の食事 

 

 

☐出席報告          出席委員長 児玉 幸則 君 

 

 

出席状況（9/5） 

 

 

 

＜夜間例会＆観月会案内＞ 

日時 令和6年 9月19日 

      点鐘 18：30～ 

場所 花いちもんめ 

会費 4,000円 

 

 

 

炉辺会合風景    2024.9.6   於；四季亭 

  

  

  
 

会 員 数 38 名 

出 席 会 員 数 30名 

ホーム出席率 81.08％ 

修正出席率 83.78％ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ソングリーダー 多賀君  ピアノ演奏 森さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


